
事業内容 ５カ年計画
事業量

５カ年計画
事業費

（千万円）

５カ年計画
目標事業量

５カ年事業費
（千万円）

750ha 40 350ha 25

　①針広混交林化事業
　生育の思わしくないスギ人工林を公益的機能の高い
広葉樹との混交林へ誘導

500ha 250ha

（実施主体）
市町村・財産
区・森林組
合、林業事業
体、県等

　②広葉樹林再生事業
　過去に損なわれた森林環境を取り戻し、野生動物な
どが生息・生育できる生態系の健全性に配慮した広葉
樹林の再生

100ha 100ha 市町村、県

1,080ha
 40,000㎥

134

 60,000㎥ 80

（ﾏﾂ林）
      30,000

㎥

（ﾏﾂ林）
　 25,000㎥

（ﾅﾗ林）
　    30,000

㎥

（ﾅﾗ林）
   　15,000㎥

280ha
市町村、森林
組合、林業事
業体

（３） ふれあいの森づくり 45箇所 60 25箇所 38

①ふれあいの森整備事業
　「森林浴リフレッシュの森」、「湧水・名水の森」、「ボラ
ンティアの森」、「学びの森」の４つの視点で、森林とふ
れあえる拠点を整備

35箇所 15箇所

②木育空間整備事業
街中で親子が木とふれあえる木育体験空間の整備

     10箇所      10箇所

計 180千万円  計            197千万円

事業内容
５カ年計画

事業実績（見
込）

５カ年事業
費

（千万円）

５カ年計画
目標事業量

５カ年事業費
（千万円）

（１） みんなでつくる森づくり  106,000人 45.5 　120,000人 40

①森林ボランティア活動支援事業
　森づくり活動を行っている森林ボランティア団体の活
動への支援

100件 130件
森林ボラン
ティア団体

②森づくり県民提案事業
　県民の自由な発想による森づくり活動等への支援

150件 110件

企業、学
校、幼稚
園、各種団
体等

③市町村等の森づくり活動支援事業
　市町村等による森づくり活動や森づくりに関する普及
活動への支援

50件 60件
市町村、森林
組合等

①森林環境学習活動支援事業
　児童や生徒等の森林環境教育活動への支援

250件 250件

市町村、小・
中学校、幼稚
園、各種団体
等

②森林環境教育指導者養成事業
　教員やボランティア指導者、保育士等を対象とした森
林環境教育指導者の育成

200人 300人 県

③森づくりの人材育成
　林業大学校で森林整備を担う若い人材の育成等

90人

①森林祭等の開催、水と緑の森づくり税ＨＰの運営
②あきた森づくりサポートセンターの運営
③基金運営委員会の設置及び調査・審議
④森林環境の調査及び事業効果の調査・検証　など

－ － 県

計 45.5千万円 計　　　 40千万円

合計 225.5千万円 合計　　　 237千万円

　（ウ）
普及啓発事業

森づくり税やその事業につい
ての認知度向上のために継
続

　（ウ）
普及啓発事業

①森林祭等の開催、水と緑の森づくり税ＨＰの運営をはじめとした情報発信
②あきた森づくりサポートセンターの運営
③基金運営委員会の設置及び調査・審議
④森林環境の調査及び事業効果の調査・検証　など

　（イ）
森林環境教育推進事業

森林環境教育推進のため継
続

　（イ）
森林環境教育推進事業

①森林環境学習活動支援事業
　児童や生徒等の森林環境教育活動への支援

②森林環境教育指導者養成事業
　教員やボランティア指導者、保育士等を対象とした森林環境教育指導者の育成

森林環境譲与税を活用して
実施する事業（人材育成）と
の内容整理のため廃止

※担い手の確保・人材育成については森林環境譲与税を活用して実施

　（ア）
県民参加の森づくり事業

　（ア）
県民参加の森づくり事業

①森林ボランティア活動支援事業
　森づくり活動を行っている森林ボランティア団体の活動への支援

②森づくり県民提案事業
　県民の自由な発想による森づくり活動等への支援

③市町村等の森づくり活動支援事業
　市町村等による森づくり活動や森づくりに関する普及活動への支援

県民による森づくり活動推進
のため継続

②木育空間整備事業
 街中で親子が木とふれあえる木育体験空間の整備

事業名 計画作成の方向性 事業名 事業内容

（１） みんなでつくる森づくり 

②マツ林・ナラ林等景観向上事業
　松くい虫及びカシノナガキクイムシ被害により枯れたマツやナラ林等で、景観維持や安全面に支障
がある枯損木の伐採と健全化に向けた植栽

市町村、県

③ナラ枯れ未然防止事業（拡充）
　被害にあう可能性の高いナラを未然に伐採し、森林の若返りを図る

（３） ふれあいの森づくり

森や木とのふれあい空間
整備事業

森林とふれあえる拠点整備の
ため継続

森や木とのふれあい空間
整備事業

①ふれあいの森整備事業
　「森林浴リフレッシュの森」、「湧水・名水の森」、「ボランティアの森」、「学びの森」の４つの視点で、
森林とふれあえる拠点を整備

市町村、財産
区、県等

木育活動推進のため継続

（２）安全・安心な森づくり

安全・安心な森整備事業
（名称変更・拡充）

①緩衝帯等整備事業
　クマ等の野生動物が出没し、人的な被害などのおそれのある森林において緩衝帯を整備し、野生
動物の出没を抑制
　主要道路や通学路沿いの藪化・過密化している森林を整備し、景観の向上を図る

800ha
市町村・財産
区・森林組
合、林業事業
体、県等

（２） 美しい森づくり

マツ林・ナラ林等景観向上
事業

　①マツ林・ナラ林等景観向上事業
　松くい虫及びカシノナガキクイムシ被害により枯れた
マツやナラ林等で、景観維持や安全面に支障がある枯
損木の伐採と健全化に向けた植栽

ナラ枯れ被害拡大に伴い被
害防止のための事業を拡充

豊かな里山林整備事業

森林経営管理制度との調整
により事業量を縮小

豊かな里山林整備事業

　①針広混交林化事業
　生育の思わしくないスギ人工林を公益的機能の高い広葉樹との混交林へ誘導

森林環境保全のため継続
　②広葉樹林再生事業
　過去に損なわれた森林環境を取り戻し、野生動物などが生息・生育できる生態系の健全性に配慮
した広葉樹林の再生を実施

　③緩衝帯等整備事業
　クマ等の野生動物が出没し、人的な被害などのおそ
れのある森林において緩衝帯を整備し、野生動物の出
没を抑制
　主要道路や通学路沿いの藪化・過密化している森林
を整備し、景観を向上

150ha
野生動物出没増加に伴い事
業量を拡大

秋田県水と緑の森づくり税事業 次期計画（案）について

事業名 計画作成の方向性 事業名 事業内容

（１） 豊かな森づくり （１） 豊かな森づくり

◆ 第４期５箇年（R5～R9）計画（次期計画） ◆

１ 水と緑の森づくり事業（ハード事業） ～ 森林環境や公益性を重視した森づくり ～

２ 水と緑の森づくり推進事業 （ソフト事業） ～ 県 民 参 加 の 森 づ く り ～

（継続）

資料３
◆ 第３期５箇年（H30～R４）計画（現計画） ◆


